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域地 
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長野フォーラム



日  程  表 

時 間 内  容 

13:30 開 会 

13:40 ◆オープニング

『みんなで取り組む with コロナ 共生の学びプログラム』

長野県社会福祉協議会 まちづくりボランティアセンター 

13:30 

(60分)  

◆基調講演

『地域共生社会の実現に向けた地域福祉の改革』

【講師】 日本福祉大学 副学長  原田 正樹 氏

14:30 休 憩（１０分） 

14:40 

(80 分) 

◆シンポジウム

『包括的支援体制の整備による地域共生社会の実現に向けて』

【シンポジスト】

○上松町 住民福祉課 福祉係 地域包括支援センター 係長 花川 あづま 氏

○伊那市社会福祉協議会 地域福祉課 課長  矢澤 秀樹 氏

【コーディネーター】  原田 正樹 氏 

16:00 閉 会 



オープニング

『みんなで取り組む with コロナ 共生の学びプログラム』 

長野県社会福祉協議会 まちづくりボランティアセンター
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全社協版『あなたのまちでやさしさをひろげるために』の考え方 

日赤が作成した『新型コロナウイルスの3つの顔を知ろう』は、「病気」―「不安」―

「差別」という関係を構造的に認識し、その関連における「負のスパイラル」を断ち切ると

いうメッセージは、とても重要な視点であり、大変参考になります。 

そのことを基本にした上で、

全社協としては、福祉教育の観点から、この「3つの顔」を次のように転換していきたい

と考えました。 

① 「病気」－「不安」－「差別」という、マイナスの「3つの顔」を、これからプラスの

顔に変えていく。今の課題を、ストレングス（つよみ）に変えていくという発想です。 

それは「健康」－「安心」－「共生」という新しい「3つの顔」です。 

※健康とは、WHO憲章「健康とはただ疾病や傷害がないだけでなく，肉体的，精神

的ならびに社会的に完全に快適な状態であること」 

② そのときに「負のスパイラル」も、「やさしさの循環」にしていく必要があります。 

「健康」 → 「安心」  思いやる  自分のことだけではなく、他者のことを思い

やること。 

「安心」 → 「共生」  つながる  閉じこもってしまうのではなく、人とつなが

っていこうとする。 

「共生」 → 「健康」  支えあう  自分にできること、相手に助けてもらうこ

と。お互いに支えあうことで、みんなの健康

を創り出します。 

③ この3つの力、「思いやる力」、「つながる力」、「支えあう力」を育むことが、 

コロナ禍で、「不安」を軽減し「嫌悪、偏見、差別」を生まないことにつながります。

また、この3つの力を育むことが、「地域共生社会」の実現にむけた意識を形成して

いきます。 

④ そのなかでは、福祉教育として、個人だけではなく社会に目を向け、コロナ禍で生じて

いる偏見や差別について、より深める必要があります。そこで感染症の事柄から、「ハ

ンセン病問題」を取り上げています。 

⑤ 全社協版の福祉教育では、 

（1）「健康」、「安心」、「共生」という顔に変えていくこと。 

（2）そのために「思いやる」、「つながる」、「支えあう」という3つの力を育む

こと。 

（3）3つの力によって、3つの顔が創り出され、それが「やさしさの循環」としてひ

ろがる地域社会を意図しています。 

⑥ このプログラムの対象は、中学生をイメージしています。小学生、あるいは大人用には

発達段階などを意識して、工夫してください。 
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⑦ コロナ禍で福祉教育を実施することは、とても条件が難しいです。そこで「50分」の

場合、「100分」の場合など複数の学習指導案（プログラム）を示しました。 

また全体をひとつの単元（カリキュラム）として、単元計画も示しています。 

ただし、これらはあくまでも例示です。 

⑧ 実践にあたっては、それぞれの地域、学校・子どものニーズや状況を踏まえて、地域の

関係者の話を加えるなど、リアリティを大切にした展開が大切です。 
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日本福祉大学副学長／社会福祉学部教授（社会福祉学博士・社会福祉士）  
 
【 経歴 】 
・長野県出身 
・明治学院大学卒業後、重度身体障害者療護施設、特別養護老人ホームで勤務の後、日本社会事
業大学大学院修了。 

・横浜国際福祉専門学校、日本社会事業大学、東京国際大学を経て、現在、日本福祉大学副学長／
常務理事 

【 活動 】 
・日本学術会議連携会員、日本福祉教育・ボランティア学習学会会長、日本地域福祉学会会長、日本
地域福祉研究所理事、全国社会福祉協議会・ボランティア市民活動振興センター運営委員、全社
協福祉ビジョン検討委員、『月刊福祉』編集委員、「広がれボランティアの輪」全国連絡会副会長、
全国生活困窮者支援ネットワーク理事、厚労省、法務省、文科省などの委員等を務める。（厚労省・
地域共生社会地域力強化検討会座長、地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の
推進に関する検討会構成員、社会福祉法人の事業展開等に関する検討会構成員、成年後見制度
利用促進専門家会議委員、法務省「社会貢献活動の在り方を考える検討会」委員、文科省教科用
図書検定調査審議会臨時委員など） 

・愛知県社会福祉審議会委員、愛知県高齢社会懇談会、愛知県社協地域福祉推進部会部会長、愛
知県福祉人材センター運営委員などを務める。 

・アドバイザーとして長野県茅野市、富山県氷見市、三重県伊賀市、名古屋市昭和区、愛知県知多半
島の地域福祉実践・計画等にかかわる。 

【 専攻 】 
・ 福祉教育論、地域福祉論 
【 主な著書（共編著） 】 
・『ボランティア・市民活動実践論』ミネルヴァ書房 
・『地域福祉の学びをデザインする』有斐閣 
・『地域福祉の基盤づくり』中央法規 
・『社会福祉研究のフロンティア』有斐閣 
・『コミュニティソーシャルワークと社会資源開発』CLC出版 
・『地域福祉援助をつかむ』有斐閣 
・『ケアとコミュニティ』ミネルヴァ書房 
・『社協の底力（伊賀市）』中央法規 
・『福祉 21ビーナスプランの挑戦（茅野市）』中央法規、 
・『地域福祉から未来へ－社協職員が向きあった 3.11－』CLC出版 
・『地域福祉の展開』放送大学教育振興会 
・『共に生きること 共に学びあうこと』大学図書出版  
・『コミュニティとソーシャルワーク』有斐閣 
・『協働と参加の地域福祉計画』ミネルヴァ書房 
・『福祉教育論』北大路書房 
・『地域福祉実践と地域福祉計画』万葉舎 
・『社会福祉士養成講座・地域福祉論』中央法規、全社協、ミネルヴァ書房 他多数 

【講師プロフィール】 

基 調 講 演 
 

『地域共生社会の実現に向けた地域福祉の改革』 

日本福祉大学 副学長  原田 正樹 氏  
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シンポジウム

『包括的支援体制の整備による地域共生社会の実現に向けて』 

【シンポジスト】 

○上松町 住民福祉課 福祉係 地域包括支援センター

係長 花川 あづま 氏 

○伊那市社会福祉協議会 地域福祉課

課長  矢澤 秀樹 氏 

【コーディネーター】  原田 正樹 氏
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【シンポジスト】 

上松町 住民福祉課 福祉係 地域包括支援センター 係長 花川 あづま 氏
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【シンポジスト】 

伊那市社会福祉協議会 地域福祉課 課長  矢澤  秀樹 氏 
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第４回地域共生社会推進長野フォーラム 開催要項 

 
■ 開催趣旨 

   今、「コロナ禍」の中で、社会に誤解や偏見が渦巻き差別意識が顕在化する傾向がみられます。 

このフォーラムでは、「ともに生きる ともに創る 地域共生・信州」の実現を目指して、福祉関係

者がみんなで取り組みたい「共生の学びのプログラム」を紹介するとともに、地域福祉の推進体制の

強化を図る改正社会福祉法について学びます。 

令和３年４月に施行される改正法は、高齢者人口がピークを迎えつつも、現役世代が激減する 2040

年を見据え、市町村が“相談支援”“参加支援”“地域づくり事業”を一体的に実施する重層的支援体

制整備事業を創設するなど、これからの地域福祉のあり方を大きく指し示す内容となっています。 

  法改正に込められた福祉改革のメッセージと、包括的支援体制づくりの実践事例に学びます。 
   

■ 日 時 令和２年１１月２５日（水） １３：００～１６：００（受付 12:30） 
   

■ 会 場 ＜メイン＞ 塩尻市総合文化センター 講堂 （塩尻市大門７－４－３） 

   ＜オンライン＞（※Zoomウェビナー） パブリック会場もしくは各自 

  【パブリック会場】 （北信）長野県社会福祉総合センター（長野市若里 7-1-7） 講堂 / 60名 

   （東信）ハートピアみよた（北佐久郡御代田町御代田 1772-1） / 40名 

   （南信）ゆめあるて（豊丘村神稲 369） 大ホール / 60名 
   

■ 主  催 社会福祉法人長野県社会福祉協議会 
  

■ 後 援 長野県、長野県ＮＰＯセンター、長野県高齢者福祉事業協会、長野県社会福祉法人経

営者協議会、長野県社会福祉士会、長野県民生委員児童委員協議会連合会、長野県長

寿社会開発センター、長野県共同募金会 
  

■ 対 象 社会福祉協議会職員、行政職員、生活困窮者自立支援事業従事者、社会福祉法人・福

祉施設・福祉団体職員、地域包括支援センター職員、民生委員・児童委員、地域づく

り・まちづくり関係者、企業ＣＳＲ担当者等 
  

■ 定 員 １００名（メイン会場） 
  

■ 参 加 費 無 料 

 

■ プログラム 

13：00 開 会 ※受付は 12:30～ オンライン含む  

13：10 ◆オープニング 『みんなで取り組む with コロナ 共生の学びプログラム』 

長野県社会福祉協議会 まちづくりボランティアセンター 

13：30 

 

14：30 

◆基調講演 『地域共生社会の実現に向けた地域福祉の改革』 

【講 師】 日本福祉大学 副学長 原田 正樹 氏 

(10分) 休 憩 

14：40 ◆シンポジウム 『包括的支援体制の整備による地域共生社会の実現に向けて』 

【シンポジスト】 

 ○上松町 住民福祉課 福祉係 地域包括支援センター 係長  花川 あづま 氏 

○伊那市社会福祉協議会 地域福祉課 課長  矢澤 秀樹 氏 

【コーディネーター】原田 正樹 氏（前掲） 

16：00 終 了 

（予 定） 

「ともに創る」を実践する 
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■ 参加申込方法 下記ＵＲＬからお申し込みください。（推奨） 

https://forms.gle/aexzs5akZBdoTWKu8 

別紙参加申込書により、メールもしくは FAXでもお申し込み可能です。 

１１月１６日（月）までにお申し込みください。 

※オンライン参加の方には、申し込みアドレス宛に当日視聴する Zoom ウェビナーの

ＵＲＬと資料を 11月 24日（火）に送ります。 

 

■ お問合せ 長野県社会福祉協議会 総務企画部 企画グループ 

  TEL：026-228-4244 FAX：026-228-0130 E-mail:kikaku@nsyakyo.or.jp 

  

■ そ の 他 同日午前（10：00～12：00）に福祉教育推進セミナーが開催されます。このセミナー

では、本フォーラムのオープニングのプログラムをより詳しく取り上げますので、関

心のある方はご参加ください。 

 

 【福祉教育推進セミナー】 

時 間 内  容 

10：00 開 会 

10：00 ■「福祉教育ってなに？」（「【保存版】福祉教育のススメ」より） 

福祉教育の概念・理念、これまでの歩みについて、福祉教育の基礎について学びます。 

10：30 ■全国社会福祉協議会版コロナ禍の教材・プログラムについて 

コロナ禍の福祉教育実践はどうする？今だからこそできることはなにか学びます。 

11：10 ■グループワーク 

「コロナ禍における福祉教育教材・プログラム」について意見交換 

11：45 ■まとめ・振り返り 

12：00 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然災害、感染症等により参加者の安全を確保できないと判断し、本フォーラムを中止ま

たは延期する場合は、長野県社会福祉協議会ホームページ(http://www.nsyakyo.or.jp)に掲

載して通知しますのでご確認ください。また、本フォーラムに係る個人情報は、本会の「個

人情報の保護に関する方針」に基づき適切に取り扱い、他の目的で使用することはありませ

ん。 
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